
(57)【要約】

【課題】薬剤などの放出量、放出速度及び放出部位を、

精密に制御し得るステントが形成できるストラット及び

ステントを提供する。

【解決手段】ステント11は、生体の管状器官の内腔部に

挿入・留置して使用され、線状部（ストラット）21の組

み合わせにより網状構造を有すると共に全体形状がほぼ

筒状をなすステント本体2を有する。ステント本体2の線

状部21は、薬剤などの充填物を収容するための中空部21

1と、中空部211を外部に開放する小孔212,214とを有し

ている。小孔212は、中空部211の少なくとも一方の端で

外部に開放して形成され、小孔214は、ステント本体2の

周壁部で外部に開放して形成されている。

【選択図】図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 体 の 管 状 器 官 の 内 腔 部 に 挿 入 ・ 留 置 し て 使 用 さ れ る ス テ ン ト を 形 成 す る た め の 線 状 の
ス ト ラ ッ ト で あ っ て 、
　 ス ト ラ ッ ト の 内 部 に 形 成 さ れ た 中 空 部 と 、
　 該 中 空 部 と 外 部 と を 連 通 す る 小 孔 と を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る ス ト ラ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ス テ ン ト の 使 用 状 態 時 に 、 前 記 中 空 部 内 に 充 填 物 が 充 填 さ れ 、 そ の 充 填 物 を 前 記 小 孔 か
ら ス テ ン ト の 外 部 へ 徐 々 に 放 出 す る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
ス ト ラ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 充 填 物 は 、 薬 剤 、 細 胞 、 及 び 生 物 由 来 物 質 の う ち の 少 な く と も １ つ を 含 む も の で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ス ト ラ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 中 空 部 に は 、 前 記 充 填 物 が 担 体 に 担 持 さ れ た 状 態 で 収 容 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ に 記 載 の ス ト ラ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 担 体 は 、 多 孔 質 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ス ト ラ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 担 体 は 、 体 液 と の 接 触 に よ り 徐 々 に 溶 解 す る 物 質 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
又 は 請 求 項 ５ に 記 載 の ス ト ラ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ス ト ラ ッ ト の 外 形 の 平 均 横 断 面 積 を S 1 ［ μ m 2 ］ 、 前 記 中 空 部 の 平 均 横 断 面 積 を S 2 ［ μ m 2

］ と し た と き 、 S 2 /S 1 が 0.01以 上 0.5以 下 の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求
項 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ト ラ ッ ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 中 空 部 は 、 ス ト ラ ッ ト の 長 手 方 向 に 沿 っ て 存 在 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ト ラ ッ ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 小 孔 は 、 ス ト ラ ッ ト の 外 壁 を 貫 通 し て 形 成 さ れ た も の で あ り 、 前 記 小 孔 は 、 ス ト ラ
ッ ト の 長 手 方 向 に 沿 っ て 複 数 点 在 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ８ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の ス ト ラ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 小 孔 は 、 前 記 中 空 部 が ス ト ラ ッ ト の 長 手 方 向 で の 両 端 の う ち の 少 な く と も 一 方 で 外
部 に 開 放 す る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ９ の い ず れ か １
項 に 記 載 の ス ト ラ ッ ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 小 孔 は 、 そ の 横 断 面 積 が 前 記 中 空 部 に 向 か っ て 漸 減 す る 部 分 を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ト ラ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ス ト ラ ッ ト の 外 形 の 横 断 面 形 状 は 、 多 角 形 状 を な し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃
至 請 求 項 １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ト ラ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ス ト ラ ッ ト の 外 形 の 横 断 面 に お け る 角 部 の う ち の 少 な く と も 一 部 は 、 丸 み を 帯 び て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の ス ト ラ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ス ト ラ ッ ト は 、 Au、 Pt、 Ta、 Rh、 Ru、 Pd、 Nb、 Os、 Ir、 Agよ り な る 郡 か ら 選 択 さ れ た 少
な く と も 1種 又 は こ れ ら の う ち 少 な く と も 1種 を 含 む 合 金 を 主 材 料 と し て 構 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ト ラ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ５ 】
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　 ス ト ラ ッ ト は 、 Ni・ Ti合 金 を 主 材 料 と し て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃
至 請 求 項 １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ト ラ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ト ラ ッ ト を 用 い て 形 成 さ れ た こ と を
特 徴 と す る ス テ ン ト 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 生 体 の 管 状 器 官 の 内 腔 部 に 挿 入 ・ 留 置 し て 使 用 さ れ 、 網 目 構 造 を 有 す る と 共 に 全 体 形 状
が ほ ぼ 筒 状 を な す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の ス テ ン ト 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 生 体 の 管 状 器 官 の 内 腔 部 に 挿 入 ・ 留 置 し て 使 用 さ れ 、 網 目 構 造 を 有 す る と 共 に 全 体 形 状
が ほ ぼ 筒 状 を な す ス テ ン ト 本 体 を 有 す る ス テ ン ト で あ っ て 、
　 前 記 ス テ ン ト 本 体 は 、 前 記 ス テ ン ト 本 体 に そ の 周 面 に 沿 う よ う に 形 成 さ れ た 中 空 部 と 、
該 中 空 部 と 外 部 と を 連 通 す る 小 孔 と を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る ス テ ン ト 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 使 用 状 態 時 に 、 前 記 中 空 部 内 に 充 填 物 が 充 填 さ れ 、 そ の 充 填 物 を 前 記 小 孔 か ら ス テ ン ト
の 外 部 へ 放 出 す る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の ス テ ン ト 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 小 孔 は 、 前 記 ス テ ン ト 本 体 の 半 径 方 向 に 開 放 し た も の で あ り 、 前 記 小 孔 は 、 前 記 ス
テ ン ト 本 体 の 周 面 の 少 な く と も 一 部 に 複 数 点 在 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 乃 至
請 求 項 １ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス テ ン ト 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 小 孔 は 、 前 記 ス テ ン ト 本 体 の 周 方 向 に 開 放 し た も の で あ り 、 前 記 小 孔 は 、 前 記 ス テ
ン ト 本 体 の 周 面 の 少 な く と も 一 部 に 複 数 点 在 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 乃 至 請
求 項 ２ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス テ ン ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 医 療 用 の ス テ ン ト 、 特 に 、 血 管 な ど の 管 状 器 官 に 挿 入 ・ 留 置 し て 使 用 さ れ る
ス テ ン ト を 形 成 す る た め の ス ト ラ ッ ト 及 び ス テ ン ト に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 生 体 の 管 状 器 官 （ 例 え ば 、 血 管 、 気 管 、 食 道 、 胆 管 な ど ） の 内 腔 部 に 挿 入 ・
留 置 し 、 管 状 器 官 を 内 側 か ら 支 持 す る た め の ス テ ン ト が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ス テ ン ト は 、 通 常 、 全 体 と し て 円 筒 形 状 を な し て お り 、 縮 径 状 態 と し て 管 状 器 官 の 内 腔
部 に 導 入 さ れ 、 内 腔 部 を 移 動 さ せ た 後 、 留 置 部 位 に お い て 拡 径 状 態 と す る こ と に よ り 固 定
（ 装 着 ） さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な ス テ ン ト を 利 用 し た 治 療 方 法 の 一 つ と し て 、 ス テ ン ト に 薬 剤 を 担 持 さ せ 、 こ
の ス テ ン ト を 管 状 器 官 の 治 療 部 位 に 装 着 し 、 薬 剤 を 放 出 さ せ る こ と に よ っ て 、 局 所 的 な 薬
理 学 的 治 療 を 行 う こ と が 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 治 療 を 行 う ス テ ン ト と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ な ど に 記 載 の 構 成 の も の
、 す な わ ち 、 ス テ ン ト 本 体 に 、 薬 剤 を 含 浸 さ せ る た め の ポ リ マ ー を 被 覆 さ せ た も の が 提 案
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 種 の ス テ ン ト で は 、 ス テ ン ト が 管 状 器 官 の 内 腔 部 に 装 着 さ れ る と 、 ポ リ マ ー に 含 浸
さ せ た 薬 剤 が 徐 々 に 体 液 中 に 放 出 さ れ 、 そ の 治 療 効 果 が 一 定 期 間 持 続 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ４ ５ ９ ７ ２ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 ポ リ マ ー か ら の 薬 剤 の 放 出 は 、 ポ リ マ ー に 含 浸 さ せ た 薬 剤 が 体 液 に 拡 散
す る こ と に よ っ て 生 じ る も の で あ り 、 そ の 放 出 箇 所 を 微 少 部 分 に 限 定 し た り 、 薬 剤 の 放 出
量 や 放 出 速 度 を 精 密 に 制 御 す る の が 難 し い 。 こ の た め 、 こ の ポ リ マ ー を 使 用 し た ス テ ン ト
で は 、 十 分 な 治 療 効 果 が 得 ら れ な い と い っ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る も の で あ り 、 そ の 課 題 は 、 薬 剤 な ど の 放 出 量
、 放 出 速 度 及 び 放 出 部 位 を 、 精 密 に 制 御 し 得 る ス テ ン ト が 形 成 で き る ス ト ラ ッ ト 及 び ス テ
ン ト を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の ス ト ラ ッ ト は 、 生 体 の 管 状 器 官 の 内 腔 部 に 挿 入
・ 留 置 し て 使 用 さ れ る ス テ ン ト を 形 成 す る た め の 線 状 の ス ト ラ ッ ト で あ っ て 、
　 ス ト ラ ッ ト の 内 部 に 形 成 さ れ た 中 空 部 と 、
　 該 中 空 部 と 外 部 と を 連 通 す る 小 孔 と を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 発 明 に よ れ ば
、 ス ト ラ ッ ト の 使 用 に 必 要 な 機 械 的 強 度 を 保 持 し な が ら 、 ス ト ラ ッ ト の 軽 量 化 が 図 ら れ る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 ス ト ラ ッ ト を 構 成 す る 材 料 を 変 更 し な く て も 、 中 空 部 の 大 き さ 、 形 状 、 位 置 な ど
を 変 更 す る こ と で 、 ス ト ラ ッ ト の 弾 性 や 曲 げ 易 さ な ど を 変 更 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ス ト ラ ッ ト は 、 ス テ ン ト の 使 用 状 態 時 に 、 前 記 中 空 部 内 に 充 填 物 が 充
填 さ れ 、 そ の 充 填 物 を 前 記 小 孔 か ら ス テ ン ト の 外 部 へ 徐 々 に 放 出 す る よ う に な っ て い る こ
と が 望 ま し い 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ス テ ン ト の 使 用 状 態 時 に は 、 中 空 部 に 収 容 さ れ た 薬 剤
な ど の 充 填 物 が 小 孔 か ら ス テ ン ト の 外 部 へ 放 出 さ れ る の で 、 小 孔 の 大 き さ 、 数 、 位 置 な ど
に 応 じ て 、 充 填 物 の 放 出 量 、 放 出 速 度 、 及 び 放 出 部 位 を 調 整 で き る 。 従 っ て 、 薬 剤 な ど の
充 填 物 の 放 出 量 、 放 出 速 度 及 び 放 出 部 位 を 、 精 密 に 制 御 可 能 な ス テ ン ト を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 充 填 物 は 、 薬 剤 、 細 胞 、 及 び 生 物 由 来 物 質 の う ち の 少 な く と も １
つ を 含 む も の で あ る こ と が 望 ま し い 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 よ り 安 全 性 の 高 い 治 療 を 行 え る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 中 空 部 に は 、 前 記 充 填 物 が 担 体 に 担 持 さ れ た 状 態 で 収 容 さ れ て い
る こ と が 望 ま し い 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 充 填 物 の 放 出 速 度 を よ り 精 密 に 制 御 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 担 体 は 、 多 孔 質 体 で あ る こ と が 望 ま し い 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 比
較 的 簡 単 に 、 充 填 物 の 放 出 速 度 を よ り 精 密 に 制 御 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 担 体 は 、 体 液 と の 接 触 に よ り 徐 々 に 溶 解 す る 物 質 で あ る こ と が 望
ま し い 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 比 較 的 簡 単 に 、 充 填 物 の 放 出 速 度 を よ り 精 密 に 制 御 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ス ト ラ ッ ト の 外 形 の 平 均 横 断 面 積 を S 1 ［ μ m 2 ］ 、 前 記 中 空 部 の 平 均 横
断 面 積 を S 2 ［ μ m 2 ］ と し た と き 、 S 2 /S 1 が 0.01以 上 0.5以 下 の 範 囲 で あ る こ と が 望 ま し い 。
こ の 発 明 に よ れ ば 、 ス ト ラ ッ ト の 使 用 に 必 要 な 剛 性 を 確 保 し な が ら 、 薬 剤 な ど の 放 出 量 、
放 出 速 度 及 び 放 出 部 位 を 、 精 密 に 制 御 可 能 な ス テ ン ト を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 中 空 部 は 、 ス ト ラ ッ ト の 長 手 方 向 に 沿 っ て 存 在 し て い る こ と が 望
ま し い 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 充 填 物 の 収 容 部 で あ る 中 空 部 を 比 較 的 簡 単 に 形 成 で き る と 共
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に 、 中 空 部 内 へ 充 填 物 を 比 較 的 容 易 に 収 容 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 小 孔 は 、 ス ト ラ ッ ト の 外 壁 を 貫 通 し て 形 成 さ れ た も の で あ り 、 前
記 小 孔 は 、 ス ト ラ ッ ト の 長 手 方 向 に 沿 っ て 複 数 点 在 し て い る こ と が 望 ま し い 。 こ の 発 明 に
よ れ ば 、 特 に 、 ス ト ラ ッ ト の 長 手 方 向 で 小 孔 の 分 布 及 び 数 を 変 更 す る こ と で 、 薬 剤 な ど の
放 出 量 、 放 出 速 度 及 び 放 出 部 位 を 、 精 密 に 制 御 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 小 孔 は 、 前 記 中 空 部 が ス ト ラ ッ ト の 長 手 方 向 で の 両 端 の う ち の 少
な く と も 一 方 で 外 部 に 開 放 す る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。 こ の 発 明 に よ れ ば
、 ス ト ラ ッ ト 内 の 中 空 部 を 貫 通 孔 と し て 形 成 す る だ け で 、 比 較 的 簡 単 に 小 孔 を 形 成 で き る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 小 孔 は 、 そ の 横 断 面 積 が 前 記 中 空 部 に 向 か っ て 漸 減 す る 部 分 を 有
す る こ と が 望 ま し い 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 比 較 的 簡 単 に 小 孔 を 形 成 で き る と 共 に 、 小 孔 か
ら 比 較 的 広 範 囲 に 充 填 物 を 放 出 で き る 。 又 、 小 孔 の 軸 線 に 対 す る 、 漸 減 す る 部 分 の 傾 斜 を
調 整 す る こ と で 、 比 較 的 簡 単 に 、 充 填 物 の 放 出 量 及 び 放 出 速 度 を 調 整 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ス ト ラ ッ ト の 外 形 の 横 断 面 形 状 は 、 多 角 形 状 を な し て い る こ と が 望 ま
し い 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 比 較 的 簡 単 に 、 ス ト ラ ッ ト を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ス ト ラ ッ ト の 外 形 の 横 断 面 に お け る 角 部 の う ち の 少 な く と も 一 部 は 、
丸 み を 帯 び て い る こ と が 望 ま し い 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ス テ ン ト の 留 置 操 作 や 留 置 後 な ど
に お い て 、 ス テ ン ト 本 体 に よ り 、 管 状 器 官 の 内 壁 を 不 本 意 に 傷 つ け て し ま う の を 防 止 で き
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ス ト ラ ッ ト は 、 Au、 Pt、 Ta、 Rh、 Ru、 Pd、 Nb、 Os、 Ir、 Agよ り な る 郡
か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も 1種 又 は こ れ ら の う ち 少 な く と も 1種 を 含 む 合 金 を 主 材 料 と し て
構 成 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 バ ル ー ン 型 ス テ ン ト に 好 適 に 適 用 で
き る と 共 に 、 留 置 後 の 生 体 適 合 性 に も 優 れ 、 生 体 内 に お け る 特 性 低 下 ・ 分 解 を 最 少 化 で き
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ス ト ラ ッ ト は 、 Ni・ Ti合 金 を 主 材 料 と し て 構 成 さ れ て い る こ と が 望 ま
し い 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 自 己 拡 張 型 ス テ ン ト に 好 適 に 適 用 で き る と 共 に 、 留 置 後 の 生 体
組 織 適 合 性 に も 優 れ 、 生 体 内 に お け る 特 性 低 下 ・ 分 解 を 最 少 化 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の ス テ ン ト は 、 本 発 明 の ス ト ラ ッ ト を 用 い て 形 成
さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ス テ ン ト の 使 用 に 必 要 な 機 械 的 強 度 を 保 持
し な が ら 、 ス テ ン ト の 軽 量 化 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 ス テ ン ト を 構 成 す る 材 料 を 変 更 し な く て も 、 中 空 部 の 大 き さ 、 形 状 、 位 置 な ど を
変 更 す る こ と で 、 ス テ ン ト の 弾 性 や 曲 げ 易 さ な ど を 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ス テ ン ト は 、 生 体 の 管 状 器 官 の 内 腔 部 に 挿 入 ・ 留 置 し て 使 用 さ れ 、 網
目 構 造 を 有 す る と 共 に 全 体 形 状 が ほ ぼ 筒 状 を な す こ と が 望 ま し い 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ス
テ ン ト の 使 用 に 必 要 な 機 械 的 強 度 を 保 持 し な が ら 、 ス テ ン ト の 軽 量 化 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 ス テ ン ト を 構 成 す る 材 料 を 変 更 し な く て も 、 中 空 部 の 大 き さ 、 形 状 、 位 置 な ど を
変 更 す る こ と で 、 ス テ ン ト の 弾 性 や 曲 げ 易 さ な ど を 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の ス テ ン ト は 、 生 体 の 管 状 器 官 の 内 腔 部 に 挿 入 ・
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留 置 し て 使 用 さ れ 、 網 目 構 造 を 有 す る と 共 に 全 体 形 状 が ほ ぼ 筒 状 を な す ス テ ン ト 本 体 を 有
す る ス テ ン ト で あ っ て 、
　 前 記 ス テ ン ト 本 体 は 、 前 記 ス テ ン ト 本 体 に そ の 周 面 に 沿 う よ う に 形 成 さ れ た 中 空 部 と 、
該 中 空 部 と 外 部 と を 連 通 す る 小 孔 と を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、
ス テ ン ト の 使 用 に 必 要 な 機 械 的 強 度 を 保 持 し な が ら 、 ス テ ン ト の 軽 量 化 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 ス テ ン ト を 構 成 す る 材 料 を 変 更 し な く て も 、 中 空 部 の 大 き さ 、 形 状 、 位 置 な ど を
変 更 す る こ と で 、 ス テ ン ト の 弾 性 や 曲 げ 易 さ な ど を 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ス テ ン ト は 、 使 用 状 態 時 に 、 前 記 中 空 部 内 に 充 填 物 が 充 填 さ れ 、 そ の
充 填 物 を 前 記 小 孔 か ら ス テ ン ト の 外 部 へ 放 出 す る よ う に な っ て い る こ と が 望 ま し い 。 こ の
発 明 に よ れ ば 、 ス テ ン ト の 使 用 状 態 時 に は 、 中 空 部 に 収 容 さ れ た 薬 剤 な ど の 充 填 物 が 小 孔
か ら ス テ ン ト の 外 部 へ 放 出 さ れ る の で 、 小 孔 の 大 き さ 、 数 、 位 置 な ど に 応 じ て 、 充 填 物 の
放 出 量 、 放 出 速 度 、 及 び 放 出 部 位 を 調 整 で き る 。 従 っ て 、 薬 剤 な ど の 充 填 物 の 放 出 量 、 放
出 速 度 及 び 放 出 部 位 を 、 精 密 に 制 御 可 能 な ス テ ン ト を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 小 孔 は 、 前 記 ス テ ン ト 本 体 の 半 径 方 向 に 開 放 し た も の で あ り 、 前
記 小 孔 は 、 前 記 ス テ ン ト 本 体 の 周 面 の 少 な く と も 一 部 に 複 数 点 在 し て い る こ と が 望 ま し い
。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 特 に 、 ス テ ン ト 上 に お け る 小 孔 の 分 布 及 び 数 を 変 更 す る こ と で 、 薬
剤 な ど の 充 填 物 の 放 出 量 、 放 出 速 度 及 び 放 出 部 位 を 、 精 密 に 制 御 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 小 孔 は 、 前 記 ス テ ン ト 本 体 の 周 方 向 に 開 放 し た も の で あ り 、 前 記
小 孔 は 、 前 記 ス テ ン ト 本 体 の 周 面 の 少 な く と も 一 部 に 複 数 点 在 し て い る こ と が 望 ま し い 。
こ の 発 明 に よ れ ば 、 特 に 、 ス テ ン ト 上 に お け る 小 孔 の 分 布 及 び 数 を 変 更 す る こ と で 、 薬 剤
な ど の 充 填 物 の 放 出 量 、 放 出 速 度 及 び 放 出 部 位 を 、 精 密 に 制 御 で き る 。 ま た 、 管 状 器 官 に
塞 が れ る こ と な く 、 管 状 器 官 に で き る だ け 近 い 位 置 で 、 充 填 物 を 放 出 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ス テ ン ト か ら 放 出 さ れ る 薬 剤 な ど の 充 填 物 の 放 出 量 、 放 出 速 度 及 び 放
出 部 位 を 、 精 密 に 制 御 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に 係 る ス テ ン ト の 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　
　 ま ず 、 本 発 明 の ス テ ン ト の 第 1の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の ス テ ン ト 1は 、 生 体 の 管 状 器 官 の 内 腔 部 に 挿 入 ・ 留 置 さ せ て 使 用 さ れ る も の で あ り
、 図 １ に 示 す よ う に 全 体 形 状 が ほ ぼ 筒 状 を な す ス テ ン ト 本 体 2と 、 図 ２ に 示 す よ う に ス テ
ン ト 本 体 2内 に 収 容 さ れ 、 薬 剤 な ど の 充 填 物 を 担 持 す る 担 体 10と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の ス テ ン ト 1は 、 ス テ ン ト 本 体 2の 外 径 を 収 縮 （ 縮 径 ） さ せ た 状 態 （ 以 下 、 「 縮 径 状 態
」 と 称 す 。 ） で 、 管 状 器 官 の 内 腔 部 の 目 的 部 位 ま で 移 送 （ 搬 送 ） さ れ る 。 そ し て 、 こ の 目
的 部 位 に お い て 、 ス テ ン ト 本 体 2自 体 の 復 元 力 に よ り 、 又 は 外 力 を 付 与 す る こ と に よ り 、
ス テ ン ト 本 体 2の 外 径 が 、 縮 径 状 態 の 外 径 よ り 大 き く な る よ う に 拡 大 （ 拡 径 ） し 、 こ の 状
態 （ 以 下 、 「 拡 径 状 態 」 と 称 す 。 ） で 目 的 部 位 に 固 定 （ 装 着 ） さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス テ ン ト 本 体 2は 、 平 板 状 の 線 状 部 （ ス ト ラ ッ ト ） 21を 複 数 連 結 し て 構 成 し た よ う な 網
状 構 造 を 有 し て い る 。 こ れ に よ り 、 ス テ ン ト 本 体 2は 、 縮 径 状 態 又 は 拡 径 状 態 に 変 形 可 能
と な っ て い る 。
　 そ し て 、 複 数 の 線 状 部 21で 囲 ま れ る 部 分 に は 、 開 口 20が 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 線 状 部 21同 士 は 、 180° 未 満 の 角 度 で 互 い に 連 結 さ れ 、 こ れ に よ り 、 各 開 口 20は 、 多 角
形 形 状 （ こ の 実 施 形 態 で は 、 4つ の 線 状 部 21で 囲 ま れ る こ と に よ り 菱 形 形 状 ） を な し て い
る 。 こ の 構 成 に よ り 、 ス テ ン ト 本 体 2は 、 十 分 な 剛 性 や 強 度 を 確 保 し な が ら 、 径 方 向 の 柔
軟 性 （ 伸 縮 性 ） に 優 れ た も の と な る 。 ま た 、 十 分 な 剛 性 や 強 度 を 確 保 で き る こ と か ら 、 ス
テ ン ト 1は 、 放 射 支 持 力 に 優 れ た も の と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ こ で 、 本 明 細 書 中 、 「 径 方 向 の 柔 軟 性 」 と は 、 中 心 軸 か ら 外 側 に 向 か う 方 向 に お け る
柔 軟 性 の こ と を 言 う 。 ま た 、 「 放 射 支 持 力 」 と は 、 拡 径 状 態 に お い て 管 状 器 官 の 形 状 を 保
持 す る 力 の こ と を 言 う 。 ま た 、 「 軸 方 向 の 柔 軟 性 」 と は 、 中 心 軸 の 延 び る 方 向 へ の 柔 軟 性
（ 撓 み 易 さ 、 す な わ ち 可 撓 性 ） の こ と を 言 う 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 線 状 部 21の 横 断 面 形 状 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 略 四 角 形 を な し 、 図 １ に 示 す よ う
に 、 ス テ ン ト 本 体 2の ほ ぼ 全 体 に 亘 っ て 、 ほ ぼ 一 定 と な っ て い る 。 こ の よ う に 線 状 部 21の
横 断 面 形 状 が ス テ ン ト 本 体 2の ほ ぼ 全 体 に 亘 っ て ほ ぼ 一 定 と な っ て い る と 、 ス テ ン ト 本 体 2
の 軸 方 向 の 柔 軟 性 （ 可 撓 性 ） が 、 各 部 に お い て 不 均 一 と な る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 線 状 部 21の 横 断 面 形 状 は 、 ス テ ン ト 本 体 2の 各 部 に お い て 異 な っ て い て も よ い 。
ま た 、 線 状 部 21の 横 断 面 形 状 は 、 図 ２ に 示 す よ う な 四 角 形 （ 直 方 形 ） の 他 、 例 え ば 、 円 形
、 楕 円 形 、 正 方 形 、 菱 形 、 三 角 形 、 五 角 形 、 六 角 形 な ど の 多 角 形 で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 線 状 部 21の 横 断 面 形 状 が 四 角 形 で あ る 場 合 、 そ の 幅 及 び 高 さ は そ れ ぞ れ 10μ ｍ 以 上 150
μ ｍ 以 下 の 範 囲 で あ る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ス テ ン ト 本 体 2（ 線 状 部 21） の 縁 部 213は 、 丸 み を 帯 び て い る
。 こ れ に よ り 、 ス テ ン ト 1の 留 置 操 作 時 や 留 置 後 な ど に お い て 、 ス テ ン ト 本 体 2に よ り 、 管
状 器 官 の 内 壁 を 不 本 意 に 傷 付 け て し ま う の を 防 止 で き る 。 ま た 、 ス テ ン ト 1を 血 管 内 留 置
ス テ ン ト に 適 用 し た 場 合 に は 、 血 栓 形 成 を 防 止 す る の に も 役 立 つ 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 線 状 部 21の 平 均 横 断 面 積 は 、 ス テ ン ト 本 体 2の 構 成 材 料 な ど に よ っ て も 若 干 異 な る が 、 1
× 10 - 5 mm 2 以 上 0.1mm 2 以 下 の 範 囲 で あ る こ と が 望 ま し く 、 1× 10 - 4 mm 2 以 上 0.01mm 2 以 下 の 範
囲 で あ る こ と が よ り 望 ま し い 。 こ れ に よ り 、 ス テ ン ト 本 体 2は 、 使 用 に 際 し て 必 要 な 剛 性
を 保 持 し な が ら 、 軸 方 向 の 柔 軟 性 （ 可 撓 性 ） が 優 れ た も の と な る 。 こ れ に 対 し 、 線 状 部 21
の 横 断 面 積 が 小 さ 過 ぎ る （ 線 状 部 21が 細 す ぎ る ） と 、 ス テ ン ト 本 体 2の 剛 性 が 低 下 す る 場
合 が あ り 、 線 状 部 21の 横 断 面 積 が 大 き 過 ぎ る （ 線 状 部 21が 太 過 ぎ る ） と 、 ス テ ン ト 本 体 2
の 軸 方 向 の 柔 軟 性 （ 可 撓 性 ） が 低 下 す る 場 合 が あ る 。 こ こ で 、 線 状 部 21の 平 均 横 断 面 積 と
は 、 線 状 部 21の 横 断 面 の 外 周 の 輪 郭 に よ っ て 囲 ま れ た 領 域 の 面 積 を 言 う 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う な ス テ ン ト 本 体 2は 、 後 述 す る よ う な 方 法 に よ り 、 各 線 状 部 21が 一 体 的 に 形 成
さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 ス テ ン ト 本 体 2の 全 体 と し て の 強 度 が よ り 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ し て 、 こ の ス テ ン ト 1で は 、 特 に 、 各 線 状 部 21に 、 そ れ ぞ れ 当 該 線 状 部 21の 長 手 方 向
に 沿 う よ う に 中 空 部 211が 形 成 さ れ て お り 、 中 空 部 211の 両 端 は 外 部 に 開 放 さ れ て 小 孔 212
を 形 成 し て い る 。 こ の よ う な 中 空 部 211は 、 比 較 的 簡 単 に 形 成 で き る と 共 に 、 中 空 部 211内
へ 充 填 物 を 比 較 的 容 易 に 収 容 で き る 。 ま た 、 中 空 部 211の 両 端 が 外 部 に 開 放 さ れ て 小 孔 212
を 形 成 し て い る た め 、 ス ト ラ ッ ト 11内 の 中 空 部 211を 貫 通 孔 と し て 形 成 す る だ け で 、 比 較
的 簡 単 に 小 孔 212を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 中 空 部 211は 、 薬 剤 な ど の 充 填 物 を 収 容 す る 収 容 部 と な る も の で あ る 。 ス テ ン ト 1が
管 状 器 官 の 内 腔 部 に 挿 入 ・ 留 置 さ れ る と 、 こ の 中 空 部 211に 収 容 さ れ た 薬 剤 な ど の 充 填 物
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が 、 両 端 の 小 孔 212か ら 内 腔 部 に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う な 中 空 部 211を 有 す る ス テ ン ト 1で は 、 薬 剤 な ど の 充 填 物 の 放 出 量 及 び 放 出 速 度
が 、 中 空 部 211の 容 積 及 び 形 状 と 、 小 孔 212の 大 き さ を 調 整 す る こ と に よ っ て 精 密 に コ ン ト
ロ ー ル で き る 。 ま た 、 ス テ ン ト 1の 装 着 部 位 と 、 小 孔 212の 大 き さ を 調 整 す る こ と に よ っ て
、 薬 剤 な ど の 充 填 物 の 放 出 部 位 を 特 定 の 部 位 に 限 定 で き る 。 従 っ て 、 治 療 目 的 と す る 部 位
に お い て 高 い 治 療 効 果 な ど が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う に 、 こ の ス テ ン ト 1の 充 填 物 の 放 出 量 及 び 放 出 速 度 、 放 出 部 位 は 、 中 空 部 211の
大 き さ 及 び 形 状 、 小 孔 212の 大 き さ に よ っ て 制 御 さ れ る 。 従 っ て 、 中 空 部 211及 び 小 孔 212
の こ れ ら パ ラ メ ー タ は 、 薬 剤 な ど の 所 望 の 放 出 量 、 放 出 速 度 及 び 放 出 部 位 に 応 じ て 適 宜 設
定 さ れ る が 、 以 下 に 示 す よ う な 範 囲 と す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま ず 、 中 空 部 211の 平 均 横 断 面 積 は 、 50μ m 2 以 上 0.03mm 2 以 下 の 範 囲 で あ る こ と が 望 ま し
く 、 80μ m 2 以 上 0.01mm 2 以 下 の 範 囲 で あ る こ と が よ り 望 ま し い 。 中 空 部 211の 横 断 面 積 が 小
さ 過 ぎ る と 、 薬 剤 の 粘 度 な ど に よ っ て は 薬 剤 が 流 動 し 難 く な り 、 薬 剤 な ど の 所 望 の 放 出 量
が 得 ら れ な い 場 合 が あ り 、 中 空 部 211の 横 断 面 積 が 大 き 過 ぎ る と 、 線 状 部 21の 横 断 面 積 に
よ っ て は 、 ス テ ン ト 本 体 2の 剛 性 が 低 下 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 線 状 部 21の 平 均 横 断 面 積 を S 1 ［ μ m 2 ］ 、 中 空 部 211の 平 均 横 断 面 積 を S 2 ［ μ m 2 ］
と し た と き 、 S 2 /S 1 が 0.01以 上 0.5以 下 の 範 囲 で あ る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 線 状 部 21
の 使 用 に 必 要 な 剛 性 を 確 保 し な が ら 、 薬 剤 な ど の 充 填 物 の 放 出 量 、 放 出 速 度 及 び 放 出 部 位
を 、 精 密 に 制 御 で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 中 空 部 211の 横 断 面 形 状 は 、 ス テ ン ト 本 体 2の ほ ぼ 全 体 に 亘 っ て 、 ほ ぼ 一 定 と な っ
て い る 。 こ れ に よ り 、 ス テ ン ト 本 体 2の 軸 方 向 の 柔 軟 性 （ 可 撓 性 ） が 、 各 部 に お い て 不 均
一 と な る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 中 空 部 211の 横 断 面 形 状 は 、 ス テ ン ト 本 体 2の 各 部 に お い て 異 な っ て い て も よ い 。
ま た 、 中 空 部 211の 横 断 面 形 状 は 、 図 ２ に 示 す よ う な 四 角 形 （ 直 方 形 ） の 他 、 例 え ば 、 円
形 、 楕 円 形 、 正 方 形 、 菱 形 、 三 角 形 、 五 角 形 、 六 角 形 な ど の 多 角 形 で も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 中 空 部 211の 横 断 面 形 状 が 四 角 形 で あ る 場 合 、 そ の 幅 及 び 高 さ は そ れ ぞ れ 8μ ｍ 以 上 150
μ ｍ 以 下 の 範 囲 で あ る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 中 空 部 211は 、 ス テ ン ト 本 体 2の 少 な く と も 一 部 に 形 成 さ れ て い れ ば よ く 、 ス テ ン
ト 本 体 2の 全 体 に 亘 っ て 形 成 さ れ て い て も 、 ス テ ン ト 本 体 2の 一 部 に の み 形 成 さ れ て い て も
構 わ な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 小 孔 212の 平 均 横 断 面 積 は 、 0.10μ m 2 以 上 0.002mm 2 以 下 の 範 囲 で あ る こ と が 望 ま し く 、 0
.20μ m 2 以 上 0.001mm 2 以 下 の 範 囲 で あ る こ と が よ り 望 ま し い 。 小 孔 212の 平 均 横 断 面 積 が 小
さ 過 ぎ る と 、 薬 剤 の 粘 度 な ど に よ っ て は 、 薬 剤 が 放 出 さ れ 難 く な り 、 薬 剤 な ど の 所 望 の 放
出 量 が 得 ら れ な い 場 合 が あ る 。 ま た 、 小 孔 212の 平 均 横 断 面 積 を 前 記 範 囲 よ り 大 き く す る
と 、 小 孔 212の 大 き さ に よ る 放 出 量 や 放 出 部 位 の 微 少 な 制 御 が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 小 孔 212の 横 断 面 形 状 は 、 四 角 形 （ 直 方 形 ） の 他 、 例 え ば 、 円 形 、 楕 円 形 、 正 方
形 、 菱 形 、 三 角 形 、 五 角 形 、 六 角 形 な ど の 多 角 形 で も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 小 孔 212は 、 中 空 部 211の 両 端 の う ち 、 い ず れ か 一 方 に 形
成 さ れ て い れ ば よ い 。 す な わ ち 、 中 空 部 211の 一 端 は 閉 塞 さ れ 、 他 端 に の み 小 孔 212が 形 成
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さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ス テ ン ト 本 体 2の 構 成 材 料 に は 、 ス テ ン ト 1の 種 類 に 応 じ て 、 次 の よ う な も の を 使 用 す る
こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ス テ ン ト 1を バ ル ー ン 拡 張 型 ス テ ン ト に 適 用 す る 場 合 、 ス テ ン ト 本 体 2は 、 拡 径 状 態 に お
い て 、 管 状 器 官 か ら 受 け る 圧 縮 応 力 に 対 し て 変 形 し な い 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 ス テ ン ト
本 体 2の 構 成 材 料 に は 、 拡 張 に よ る 塑 性 変 形 に よ り 加 工 硬 化 し 、 拡 張 後 、 比 較 的 剛 性 が 高
く な る 材 料 を 使 用 す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 生 体 組 織 適 合 性 や 化 学 的 安 定 性 の 高 い 材 料
を 使 用 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の よ う な 材 料 と し て は 、 Au、 Pt、 Ta、 Rh、 Ru、 Pd、 Nb、 Os、 Ir、 Ag又 は こ れ ら を 含 む
合 金 、 高 密 度 ポ リ オ レ フ ィ ン な ど が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ れ ら の 中 で も 、 特 に 、 Au、 Pt、 Ta、 Rh、 Ru、 Pd、 Nb、 Os、 Ir、 Ag又 は こ れ ら を 含 む 合
金 を 主 と す る も の が 望 ま し く 、 Au、 Pt、 Rh、 Ru、 Ir又 は こ れ ら を 含 む 合 金 を 主 と す る も の
が よ り 望 ま し い 。 こ れ ら は 、 拡 張 に よ る 塑 性 変 形 に よ り 加 工 硬 化 す る 特 性 （ 加 工 硬 化 性 ）
に 特 に 優 れ る と 共 に 、 生 体 組 織 適 合 性 や X線 造 影 性 に も 優 れ る 。 ま た 、 合 金 の 場 合 に は 、
組 成 比 に よ り 、 加 工 硬 化 性 を 容 易 に 制 御 で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の た め 、 こ れ ら の 材 料 で ス テ ン ト 本 体 2を 構 成 す る こ と に よ り 、 例 え ば 、 ス テ ン ト 1を
血 管 内 留 置 ス テ ン ト に 適 用 し た 場 合 に は 、 血 栓 形 成 を 効 果 的 に 防 止 で き る 。 ま た 、 ス テ ン
ト 1を 管 状 器 官 の 内 腔 部 内 に 留 置 す る 操 作 を X線 透 視 下 に て 行 え る の で 、 そ の 留 置 操 作 を よ
り 円 滑 且 つ 正 確 に 行 え る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 一 方 、 ス テ ン ト 1を 自 己 拡 張 型 ス テ ン ト に 適 用 す る 場 合 、 ス テ ン ト 本 体 2は 、 そ の 形 状 を
自 発 的 に 復 元 し 得 る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 ス テ ン ト 本 体 2の 構 成 材 料 に は 、 超 弾 性 合 金
、 形 状 記 憶 合 金 や 比 較 的 弾 性 の 高 い 材 料 を 使 用 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の よ う な 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 Ni・ Ti合 金 、 Cu・ Zn合 金 、 Ni・ Al合 金 、 Cu・ Cd合 金
、 Au・ Cd合 金 、 Au・ Cd・ Ag合 金 、 Ti・ Al・ V合 金 な ど が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ れ ら の 中 で も 、 特 に 、 Ni・ Ti合 金 を 主 と す る も の が 望 ま し い 。 こ れ は 、 特 に 高 い 弾 性
を 示 し 、 さ ら に 形 状 記 憶 特 性 に も 優 れ る 材 料 だ か ら で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 こ れ ら の 材 料 は 、 生 体 組 織 適 合 性 に 優 れ る と 共 に 、 X線 造 影 性 に も 優 れ る 。 こ の
た め 、 こ れ ら の 材 料 で ス テ ン ト 本 体 2を 構 成 す る こ と に よ り 、 例 え ば 、 ス テ ン ト 1を 血 管 内
留 置 ス テ ン ト に 適 用 し た 場 合 に は 、 血 栓 形 成 を 効 果 的 に 防 止 で き る 。 ま た 、 ス テ ン ト 1を
管 状 器 官 の 内 腔 部 内 に 留 置 す る 操 作 を X線 透 視 下 に て 行 え る の で 、 そ の 留 置 操 作 を よ り 円
滑 且 つ 正 確 に 行 え る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 中 空 部 211内 に 収 容 さ れ た 担 体 10は 、 後 述 す る 充 填 物 を （ 一 時 的 に ） 担 持 す る 機 能 を 有
す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 充 填 物 の 放 出 速 度 を よ り 精 密 に 制 御 で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 担 体 10と し て は 、 多 孔 質 体 、 体 液 と の 接 触 に よ り 徐 々 に 溶 解 す る 物 質 を 用 い る の が 望 ま
し い 。 こ れ に よ り 、 比 較 的 簡 単 に 、 充 填 物 の 放 出 速 度 を よ り 精 密 に 制 御 で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 担 体 10を 構 成 す る も の と し て は 、 例 え ば 、 ポ リ カ プ ロ ラ ク ト ン 、 ポ リ DL乳 酸 、 ポ リ L乳
酸 、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸 、 ポ リ グ ラ ク チ ン （ ポ リ グ リ コ ー ル 酸 と ポ リ 乳 酸 と の 共 重 合 体 ） 、
ポ リ ジ オ キ サ ノ ン 、 ポ リ グ リ コ ネ イ ト （ ト リ メ チ レ ン カ ー ボ ネ イ ト と グ リ コ リ ド と の 共 重
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合 体 ） 、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸 又 は ポ リ 乳 酸 と ε -カ プ ロ ラ ク ト ン と の 共 重 合 体 、 ラ ク チ ド 、
ポ リ オ ル ト エ ス テ ル 、 ポ リ イ ミ ノ カ ー ボ ネ イ ト 、 脂 肪 族 ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 、 ポ リ ホ ス フ ァ
ゼ ン な ど の う ち の 1種 又 は 2種 以 上 が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 な お 、 担 体 10は 、 必 要 に 応 じ て 設 け れ ば よ く 、 担 体 自 体 の 生 体 適 合 性 が 危 惧 さ れ る 場 合
な ど に は 、 設 け な く て も よ い 。 こ の 場 合 、 充 填 物 を 、 担 体 に 担 持 さ せ な い 状 態 で 、 中 空 部
211内 に 収 容 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 中 空 部 211に 収 容 す る 充 填 物 と し て は 、 薬 剤 、 細 胞 、 及 び 生 物 由 来 物 質 の う ち の 少 な く
と も 1つ が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 中 空 部 211に 収 容 す る 薬 剤 と し て は 、 ス テ ン ト 1を 留 置 す る 管 状 器 官 の 種 類 な ど に 応 じ て
選 択 さ れ る が 、 例 え ば 、 抗 血 栓 剤 、 鎮 痛 ・ 鎮 静 剤 、 抗 増 殖 剤 、 抗 癌 剤 、 免 疫 抑 制 剤 な ど が
使 用 で き る 。 こ の よ う な 薬 剤 は 、 前 述 の 担 体 10に 保 持 さ れ た 状 態 で 、 中 空 部 211内 に 収 容
さ れ 、 使 用 時 に 、 徐 々 に ス テ ン ト 本 体 2の 外 部 へ 放 出 さ れ 、 各 種 治 療 効 果 を 発 揮 す る 。 な
お 、 担 体 10を 用 い ず に 、 薬 剤 の み を 中 空 部 211に 収 容 し た 場 合 に も 、 使 用 時 に 、 同 様 に 各
種 治 療 効 果 を 発 揮 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 抗 血 栓 剤 と し て は 、 例 え ば 、 ヘ パ リ ン ナ ト リ ウ ム 、 ヘ パ リ ン カ ル シ ウ ム 、 低 分 子 量 ヘ パ
リ ン 、 ヘ パ リ ン 様 物 質 （ 低 分 子 デ キ ス ト ラ ン ） 、 ヒ ル ジ ン 、 組 み 換 え ヒ ル ジ ン 、 ア ル ガ ト
ロ バ ン 、 フ ォ ル ス コ リ ン 、 バ ピ プ ロ ス ト 、 プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン E 1 、 プ ロ ス タ サ イ ク リ ン 、
プ ロ ス タ サ イ ク リ ン 同 族 体 、 ア ス ピ リ ン 、 ス ル ピ リ ン 、 ジ ピ リ ダ モ ー ル 、 ア ン チ ト ロ ン ビ
ン III、 ス ト レ プ ト キ ナ ー ゼ 、 ウ ロ キ ナ ー ゼ 、 組 織 プ ラ ス ミ ノ ー ゲ ン ア ク チ ベ ー タ 、 プ ロ
ウ ロ キ ナ ー ゼ な ど が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 鎮 痛 ・ 鎮 静 剤 と し て は 、 例 え ば 、 ペ ン タ ゾ シ ン 、 塩 酸 ブ プ レ ノ ル フ ィ ン 、 酒 石 酸 ブ ト ル
フ ァ ノ ー ル 、 塩 酸 ト ラ マ ド ー ル 、 塩 酸 ア ヘ ン ア ル カ ロ イ ド 、 塩 酸 モ ル ヒ ネ 、 塩 酸 ペ チ ジ ン
、 ペ チ ジ ン ・ レ バ ロ ル フ ァ ン 、 ク エ ン 酸 フ ェ ン タ ニ ー ル 、 フ ェ ン タ ニ ー ル ・ ド ロ ペ リ ド ー
ル な ど が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 抗 増 殖 剤 と し て は 、 例 え ば 、 ソ マ ト ス タ チ ン 又 は そ の 同 族 体 、 ニ ト ロ プ ル シ ド 、
コ ル ヒ チ ン 、 魚 油 （ ω 3系 脂 肪 酸 ） 、 ス テ ロ イ ド 剤 、 セ ロ ト ニ ン 拮 抗 剤 、 カ ル シ ウ ム 溝 阻
止 抗 体 、 ヘ ス タ ミ ン 拮 抗 剤 、 酵 素 阻 害 剤 （ 例 え ば 、 ア ン ギ オ テ ン シ ン 変 換 酵 素 阻 害 剤 、 プ
ロ ス タ グ ラ ン ジ ン 合 成 酵 素 阻 害 剤 、 HMG-CoA還 元 酵 素 阻 害 剤 、 ホ ス ホ ジ エ ス テ ラ ー ゼ 阻 害
剤 、 チ オ ー ル プ ロ テ ア ー ゼ 阻 害 剤 、 メ ト ト レ キ サ ー ト ） 、 増 殖 因 子 拮 抗 剤 （ 例 え ば 、 繊 維
芽 細 胞 増 殖 因 子 拮 抗 剤 、 血 小 板 由 来 増 殖 因 子 拮 抗 剤 ） 、 酸 化 窒 素 な ど が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 抗 癌 剤 と し て は 、 例 え ば 、 メ ク ロ ル エ タ ミ ン 、 ナ イ ト ロ ジ ェ ン マ ス タ ー ド 　 N-オ
キ シ ド （ ナ イ ト ロ ミ ン ） 、 シ ク ロ フ ォ ス フ ァ ミ ド 、 メ ル フ ァ ラ ン 、 ク ロ ラ ム ブ シ ル な ど の
ナ イ ト ロ ジ ェ ン マ ス タ ー ド 類 、 ト リ エ チ レ ン チ オ ホ ス ホ ラ ミ ド 、 カ ル ボ コ ン 、 ト リ エ チ レ
ン メ ラ ミ ン 、 ト リ エ チ レ ン ホ ス ホ ラ ミ ド な ど の エ チ レ ン イ ミ ン 類 、 ブ ス ル フ ァ ン な ど の ア
ル キ ル ス ル フ ォ ン 酸 類 、 カ ル ム ス チ ン 、 ロ ム ス チ ン 、 セ ム ス チ ン 、 ニ ム ス チ ン な ど の ニ ト
ロ ソ 尿 素 類 、 ダ カ ル バ ジ ン な ど の ト リ ア ゼ ン 類 、 8-ア ザ グ ア ニ ン 、 6-チ オ グ ア ニ ン 、 6-メ
ル カ プ ト プ リ ン 、 6-メ ル カ プ ト プ リ ン 　 リ ボ シ ッ ド 、 6-ク ロ ロ プ リ ン 、 ア ザ チ オ プ リ ン な
ど の プ リ ン 代 謝 拮 抗 物 質 、 5-フ ル オ ロ ウ ラ シ ル 、 5-フ ル オ ロ デ オ キ シ ウ ラ シ ル 、 テ ガ フ ー
ル 、 シ タ ラ ビ ン 、 ア ン シ タ ビ ン 、 ア ザ ウ リ ジ ン な ど の ピ リ ミ ジ ン 代 謝 拮 抗 物 質 、 メ ト ト レ
キ サ ー ト 、 ア ミ ノ プ テ リ ン な ど の 葉 酸 代 謝 拮 抗 物 質 、 ア ザ セ リ ン 、 DON（ 6-ア ジ ド -5-オ キ
ソ -L-ノ ル レ ウ シ ン ） な ど の グ ル タ ミ ン 代 謝 拮 抗 物 質 、 ビ ン ブ ラ ス チ ン 、 ビ ン ク リ ス チ ン
な ど の ビ ン カ ア ル カ ロ イ ド 、 VM26、 VP16-213な ど の エ ピ ポ ド フ ィ ロ ト キ シ ン 誘 導 体 、 コ ル
ヒ チ ン 、 デ メ コ ル チ ン な ど の コ ル ヒ チ ン 誘 導 体 、 ア ク チ ノ マ イ シ ン D、 マ イ ト マ イ シ ン C、
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ク ロ モ マ イ シ ン A3、 ブ レ オ マ イ シ ン 、 ダ ウ ノ ル ビ シ ン 、 ド キ ソ ル ビ シ ン な ど の 抗 生 物 質 な
ど が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 免 疫 抑 制 剤 と し て は 、 例 え ば 、 プ レ ド ニ ゾ ロ ン 、 メ チ ル プ レ ド ニ ゾ ロ ン 、 ヒ ド ロ
コ ル チ ゾ ン な ど の 副 腎 皮 質 ス テ ロ イ ド 類 、 シ ク ロ ホ ス フ ァ ミ ド 、 ブ ス ル フ ァ ン 、 ク ロ ラ ン
ブ シ ル な ど の ア ル キ ル 化 剤 、 6-メ ル カ プ ト プ リ ル 、 ア ザ チ オ プ リ ン な ど の プ リ ン 代 謝 拮 抗
物 質 、 ペ ン ト ス タ チ ン な ど の ア デ ノ シ ン 脱 ア ミ ノ 酵 素 抑 制 薬 、 6-ア ザ ウ ラ シ ル な ど の ピ リ
ミ ジ ン 代 謝 拮 抗 物 質 、 メ ト ト レ キ サ ー ト な ど の 葉 酸 代 謝 拮 抗 物 質 、 ア ゾ ト マ イ シ ン な ど の
グ ル タ ミ ン 酸 代 謝 拮 抗 薬 、 ダ ウ ノ マ イ シ ン 、 ア ド リ ア マ イ シ ン 、 ミ タ ラ マ イ シ ン な ど の 抗
生 物 質 、 サ イ ト カ ラ シ ン Bな ど の 細 胞 分 裂 阻 止 物 質 な ど が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 中 空 部 211に 収 容 す る 細 胞 と し て は 、 例 え ば 、 適 用 す る 管 状 器 官 の 内 壁 を 構 成 す る 細 胞
、 又 は 、 こ の 細 胞 に 分 化 す る 前 の 幹 細 胞 、 組 み 換 え プ ラ ス ミ ド （ 組 み 換 え ベ ク タ ー ） が 導
入 さ れ た 宿 主 細 胞 な ど が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 中 空 部 211に 収 容 す る 生 物 由 来 物 質 と し て は 、 例 え ば 、 ヌ ク レ オ チ ド 、 cDNA、 RNAな ど の
核 酸 、 ア ミ ノ 酸 、 ペ プ チ ド 、 タ ン パ ク 質 な ど が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 次 に 、 こ の ス テ ン ト 1の 使 用 方 法 に つ い て 、 バ ル ー ン 拡 張 型 ス テ ン ト を 、 血 管 の 狭 窄 部
に 適 用 す る 場 合 を 一 例 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 (I)　 ま ず 、 血 管 （ 管 状 器 官 の 内 腔 部 ） 内 に 、 周 知 の セ ル デ ィ ン ガ ー 法 に よ り 、 案 内 カ
テ ー テ ル を 経 皮 的 に 挿 入 し 、 そ の 先 端 部 を 狭 窄 部 （ 目 的 部 位 ） の 近 傍 に 到 達 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 (II)　 そ し て 、 バ ル ー ン 付 カ テ ー テ ル 先 端 部 の バ ル ー ン の 外 周 に 、 ス テ ン ト 1を 縮 径 状
態 で 装 着 し て お き 、 こ の バ ル ー ン 付 カ テ ー テ ル を 上 記 案 内 カ テ ー テ ル を 通 し て 血 管 内 に 導
く 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 (III)　 次 に 、 バ ル ー ン 付 カ テ ー テ ル 内 に 挿 入 し た ガ イ ド ワ イ ヤ を ガ イ ド に し て 、 バ ル
ー ン 付 カ テ ー テ ル を さ ら に 押 し 進 め 、 そ の 先 端 部 に 装 着 し た ス テ ン ト 1を 狭 窄 部 に ま で 移
送 し 、 配 置 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 (IV)　 こ の 状 態 で 、 バ ル ー ン 付 カ テ ー テ ル を 通 し て 生 理 食 塩 水 な ど の 液 体 を バ ル ー ン 内
に 注 入 し 、 バ ル ー ン を 膨 ら ま せ る 。 こ れ に よ り 、 ス テ ン ト 1の 外 径 が 徐 々 に 拡 径 し て い く
。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 (V)　 さ ら に 、 バ ル ー ン を 膨 ら ま せ 拡 張 さ せ る と 、 ス テ ン ト 1は 、 そ の 外 径 が さ ら に 拡 径
し （ 拡 径 状 態 に 至 り ） 、 血 管 の 内 壁 に 当 接 し 、 内 壁 を 押 圧 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 (VI)　 ス テ ン ト 1を 十 分 に 拡 径 さ せ た 後 、 バ ル ー ン 内 の 液 体 を 抜 き 出 し て バ ル ー ン を 萎
ま せ 、 バ ル ー ン 付 カ テ ー テ ル を ス テ ン ト 1の 内 周 か ら 引 き 抜 く 。 こ れ に よ り 、 ス テ ン ト 1を
血 管 内 に 留 置 で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ の よ う に し て 血 管 内 に ス テ ン ト 1が 挿 入 ・ 留 置 さ れ る と 、 ス テ ン ト 本 体 2の 中 空 部 211
に 収 容 さ れ た 薬 剤 が 小 孔 212か ら 放 出 さ れ 、 薬 剤 の 放 出 が 停 止 す る ま で 、 そ の 治 療 効 果 な
ど が 持 続 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 次 に 、 ス テ ン ト 1の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 (1-A)　 ま ず 、 図 ３ に 示 す よ う な 、 ほ ぼ 円 柱 状 又 は 円 筒 状 の 芯 材 3を 用 意 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
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　 芯 材 3は 、 比 較 的 硬 質 で あ り 、 且 つ 、 後 述 の 工 程 (H)に て 比 較 的 容 易 に 除 去 で き る も の が
望 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 こ の 芯 材 3の 構 成 材 料 と し て は 、 ス テ ン ト 本 体 2の 構 成 材 料 な ど に 応 じ て 選 択 さ れ る が 、
例 え ば 、 ポ リ オ レ フ ィ ン （ 例 え ば 、 PE、 PPな ど ） 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ フ
ェ ニ レ ン ス ル フ ィ ド 、 ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 、 ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト 、 ポ リ エ ー テ ル の よ
う な 樹 脂 材 料 や 、 そ の 他 、 Ni及 び Ni合 金 、 Cu及 び Cu合 金 、 Fe及 び Fe合 金 な ど の ス テ ン ト 本
体 2を 構 成 す る 金 属 材 料 と 比 較 し て 、 自 然 電 極 電 位 的 に 卑 な 金 属 材 料 な ど が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 (1-B)　 次 に 、 図 ４ (a)に 示 す よ う に 、 芯 材 3の 周 面 に 、 上 述 し た よ う な ス テ ン ト 本 体 2の
構 成 材 料 （ 本 体 材 料 ） を 用 い て 、 第 1の 本 体 材 料 層 4を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 こ の 第 1の 本 体 材 料 層 4の 形 成 方 法 と し て は 、 ス テ ン ト 本 体 2の 構 成 材 料 （ 本 体 材 料 ） な
ど に 応 じ て 適 宜 選 択 さ れ る が 、 例 え ば 、 真 空 蒸 着 法 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 な ど の 物 理 気 相 成
膜 法 、 化 学 気 相 成 膜 法 、 電 解 メ ッ キ 、 無 電 解 メ ッ キ な ど の メ ッ キ 法 、 本 体 材 料 を 含 む 液 状
材 料 （ 溶 液 又 は 分 散 液 ） の 付 与 （ 塗 布 ） に よ る 方 法 の よ う な 液 体 成 膜 法 な ど の う ち の 1種
又 は 2種 以 上 が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 (1-C)　 続 い て 、 第 1の 本 体 材 料 層 4の 周 面 の 、 中 空 部 211に 対 応 す る 部 分 に 、 次 の よ う に
し て 中 空 部 用 材 料 層 51を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 図 ４ (b)に 示 す よ う に 、 ま ず 、 第 1の 本 体 材 料 層 4の 周 面 に 、 材 料 層 5を 形 成 す る 。
　 材 料 層 5の 構 成 材 料 は 、 後 述 の 工 程 (1-H)に て 比 較 的 容 易 に 除 去 で き る も の が 望 ま し く 、
芯 材 3と 同 じ 材 料 を 使 用 す る の が よ り 望 ま し い 。 こ れ に よ り 、 芯 材 3の 除 去 工 程 と 同 じ 工 程
で 中 空 部 用 材 料 層 51を 除 去 す る こ と が で き 、 工 程 数 を 削 減 で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 こ の 材 料 層 5の 構 成 材 料 と し て は 、 ス テ ン ト 本 体 2の 構 成 材 料 な ど に 応 じ て 選 択 さ れ る が
、 例 え ば 、 ポ リ オ レ フ ィ ン （ 例 え ば 、 PE、 PPな ど ） 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ
フ ェ ニ レ ン ス ル フ ィ ド 、 ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 、 ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト 、 ポ リ エ ー テ ル の
よ う な 樹 脂 材 料 や 、 そ の 他 、 Ni及 び Ni合 金 、 Cu及 び Cu合 金 、 Fe及 び Fe合 金 な ど の ス テ ン ト
本 体 2を 構 成 す る 金 属 材 料 と 比 較 し て 、 自 然 電 極 電 位 的 に 卑 な 金 属 材 料 な ど が 使 用 で き る
。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 こ の 材 料 層 5の 形 成 方 法 と し て は 、 そ の 構 成 材 料 （ 本 体 材 料 ） な ど に 応 じ て 適 宜 選 択 さ
れ る が 、 例 え ば 、 真 空 蒸 着 法 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 な ど の 物 理 気 相 成 膜 法 、 化 学 気 相 成 膜 法
、 電 解 メ ッ キ 、 無 電 解 メ ッ キ な ど の メ ッ キ 法 、 本 体 材 料 を 含 む 液 状 材 料 （ 溶 液 又 は 分 散 液
） の 付 与 （ 塗 布 ） に よ る 方 法 の よ う な 液 体 成 膜 法 な ど の う ち の 1種 又 は 2種 以 上 が 使 用 で き
る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 次 に 、 材 料 層 5の 中 空 部 に 対 応 す る 部 分 に マ ス ク を 形 成 し 、 こ の マ ス ク を 介 し て エ ッ チ
ン グ を 行 う こ と に よ り 、 マ ス ク が 形 成 さ れ て い な い 部 分 の 材 料 層 5を 除 去 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 こ の 材 料 層 5の 除 去 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 、 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ
法 、 電 解 エ ッ チ ン グ 法 、 放 電 加 工 、 微 粉 ブ ラ ス ト 法 、 レ ー ザ ー 加 工 、 マ シ ニ ン グ セ ン タ ー
な ど に よ る 機 械 加 工 、 彫 刻 機 な ど に よ る 彫 刻 加 工 な ど の う ち の 1種 又 は 2種 以 上 が 使 用 で き
る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 そ の 後 、 マ ス ク を 除 去 す る こ と に よ り 、 図 ４ (c)に 示 す よ う に 、 中 空 部 用 材 料 層 51が 得
ら れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
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　 な お 、 中 空 部 用 材 料 層 51は 、 第 1の 本 体 材 料 層 4の 周 面 の 、 中 空 部 211に 対 応 す る 部 分 を
除 い た 部 分 に マ ス ク を 形 成 し 、 こ の マ ス ク を 覆 う よ う に 材 料 層 5を 形 成 し た 後 、 こ の マ ス
ク を 、 そ の 上 に 形 成 さ れ た 材 料 層 5と と も に 剥 離 、 除 去 す る こ と に よ っ て も 、 形 成 で き る
。
【 ０ １ ０ ４ 】
  (1-D)　 次 に 、 図 ５ (d)に 示 す よ う に 、 第 1の 本 体 材 料 層 4上 に 、 中 空 部 用 材 料 層 51を 覆 う
よ う に 、 第 2の 本 体 材 料 層 6を 形 成 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 こ の 第 2の 本 体 材 料 層 6に は 、 上 述 し た よ う な ス テ ン ト 本 体 2の 構 成 材 料 （ 本 体 材 料 ） が
使 用 さ れ 、 こ の う ち 第 1の 本 体 材 料 層 4と 同 じ 材 料 を 使 用 す る の が 望 ま し い 。 こ れ に よ り 、
第 1の 本 体 材 料 層 4と 第 2の 本 体 材 料 層 6の 接 合 強 度 が 増 し 、 機 械 的 強 度 に 優 れ た ス テ ン ト 1
が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 こ の 第 2の 本 体 材 料 層 6の 形 成 方 法 と し て は 、 第 1の 本 体 材 料 層 4の 形 成 方 法 と 同 様 の 方 法
が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 (1-E) 次 に 、 必 要 に 応 じ て 、 各 層 の 内 部 応 力 の 除 去 を 目 的 と す る 低 温 ひ ず み 取 り 焼 鈍 を
兼 ね な が ら 、 第 1の 本 体 材 料 層 4と 第 2の 本 体 材 料 層 6と の 界 面 に お い て 、 各 層 4,6間 の 構 成
材 料 が 互 い に 拡 散 す る よ う な 処 理 （ 第 1の 拡 散 処 理 ） を 行 う 。 こ れ に よ り 、 図 ５ (e)に 示 す
よ う に 、 第 1の 本 体 材 料 層 4と 第 2の 本 体 材 料 層 6と の 界 面 41が ほ ぼ 消 失 し 、 こ れ ら の 接 合 強
度 が 増 大 す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 こ の 処 理 と し て は 、 熱 処 理 、 Ｃ Ｉ Ｐ （ 冷 間 等 方 加 圧 ） 、 Ｈ Ｉ Ｐ （ 高 温 等 方 加 圧 ） な ど が
挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 こ れ ら 処 理 を 行 う に 際 し て は 、 第 1の 本 体 材 料 層 4と 第 2の 本 体 材 料 層 6と の 間 で 拡 散 が 生
じ 、 こ れ ら 本 体 材 料 層 4,6と 芯 材 3及 び 中 空 部 用 材 料 層 51と の 間 で は 拡 散 が 生 じ な い よ う な
条 件 を 選 択 す る の が 望 ま し い 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 例 え ば 、 熱 処 理 を 行 う 場 合 に は 、 加 熱 雰 囲 気 は 窒 素 雰 囲 気 、 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 な ど の 不 活
性 雰 囲 気 （ 非 酸 化 性 雰 囲 気 ） 、 又 は 水 素 、 ア ン モ ニ ア 分 解 ガ ス 等 の 還 元 性 雰 囲 気 で あ る の
が 望 ま し く 、 加 熱 温 度 は 250℃ 以 上 600℃ 以 下 の 範 囲 で あ る の が 望 ま し く 、 300℃ 以 上 500℃
以 下 の 範 囲 で あ る の が よ り 望 ま し い 。 ま た 、 加 熱 時 間 は 0.5時 間 以 上 3時 間 以 下 の 範 囲 で あ
る の が 望 ま し く 、 1.0時 間 以 上 2時 間 以 下 の 範 囲 で あ る の が よ り 望 ま し い 。 こ の よ う な 条 件
で 熱 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 本 体 材 料 層 と 中 空 部 用 材 料 層 及 び 芯 材 と の 間 の 拡 散 を 防 止 し
な が ら 、 第 1の 本 体 材 料 層 と 第 2の 本 体 材 料 層 と の 間 で 拡 散 を 生 じ さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 な お 、 以 上 の よ う な 各 層 の 応 力 除 去 を 兼 ね た 第 1の 拡 散 処 理 は 、 各 層 の 材 料 の 組 み 合 わ
せ に よ っ て は 、 後 述 の 1-Iの 工 程 （ 第 2の 拡 散 処 理 ） で 代 替 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 (1-F)　 次 に 、 図 ５ (f)に 示 す よ う に 、 本 体 材 料 層 4の 中 空 部 材 料 層 に 対 応 す る 部 分 以 外
の 部 分 の 、 一 部 を 除 去 し て 開 口 20を 形 成 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 こ の 開 口 20の 形 成 方 法 （ 本 体 材 料 層 4の 除 去 方 法 ） と し て は 、 例 え ば 、 ド ラ イ エ ッ チ ン
グ 法 、 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 法 、 電 解 エ ッ チ ン グ 法 、 微 粉 ブ ラ ス ト 法 、 レ ー ザ ー 加 工 、 マ シ
ニ ン グ セ ン タ ー な ど に よ る 機 械 加 工 、 彫 刻 機 な ど に よ る 彫 刻 加 工 な ど の う ち の 1種 又 は 2種
以 上 が 使 用 で き る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 (1-G)　 次 に 、 図 ６ (g)に 示 す よ う に 、 必 要 に 応 じ て 、 ス テ ン ト 本 体 2の 縁 部 に 丸 み を 付
け る 加 工 を 施 す 。
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【 ０ １ １ ５ 】
　 こ の 加 工 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 研 磨 加 工 、 バ レ ル 研 磨 、 電 解 研 磨 、 化 学 研 磨 、 ホ ー ニ
ン グ 加 工 、 電 磁 バ レ ル 研 磨 な ど が 使 用 で き る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 (1-H)　 次 に 、 図 ６ (h)に 示 す よ う に 、 芯 材 3及 び 中 空 部 用 材 料 層 51を 除 去 す る 。
　 こ の 芯 材 3及 び 中 空 部 用 材 料 層 51の 除 去 方 法 と し て は 、 芯 材 3及 び 中 空 部 用 材 料 層 の 構 成
材 料 な ど に よ っ て 適 宜 選 択 さ れ る が 、 例 え ば 、 加 熱 に よ り 焼 失 さ せ る 方 法 （ 焼 き 飛 ば す 方
法 ） 、 ス テ ン ト 本 体 2を 溶 解 又 は 膨 潤 さ せ ず 、 芯 材 3を 選 択 的 に 溶 解 可 能 な 溶 剤 に 溶 解 さ せ
る 方 法 、 ケ ミ カ ル エ ッ チ ン グ 又 は 、 電 気 化 学 的 手 法 に よ り 芯 材 3を 選 択 的 に 溶 出 さ せ る 方
法 な ど が 使 用 で き る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 (1-I)　 次 に 、 第 1の 本 体 材 料 層 4と 第 2の 本 体 材 料 層 6の 界 面 に お い て 、 各 層 間 の 構 成 材
料 が 互 い に 拡 散 す る よ う な 処 理 （ 第 2の 拡 散 処 理 ） を 行 う 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 こ の 第 2の 拡 散 処 理 と し て は 、 第 1の 拡 散 処 理 と 同 様 の 方 法 が 挙 げ ら れ る 。
　 但 し 、 こ の 第 2の 拡 散 処 理 で は 、 芯 材 3及 び 中 空 部 用 材 料 層 51が 前 工 程 で 除 去 さ れ て お り
、 本 体 材 料 層 4,6と 、 芯 材 3及 び 中 空 部 用 材 料 層 51と の 拡 散 防 止 を 考 慮 し な く て よ い の で 、
第 1の 拡 散 処 理 よ り も 材 料 の 拡 散 を 重 視 し た 条 件 を 選 択 で き る 。 こ れ に よ り 、 図 ６ (i)に 示
す よ う に 、 第 1の 本 体 材 料 層 4と 第 2の 本 体 材 料 層 6と の 拡 散 が さ ら に 進 行 す る と と も に 、 こ
れ ら 本 体 材 料 層 4,6が 固 溶 化 し 、 こ れ ら の 接 合 強 度 が よ り 向 上 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 例 え ば 、 熱 処 理 を 行 う 場 合 に は 、 加 熱 雰 囲 気 は 窒 素 雰 囲 気 、 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 な ど の 不 活
性 雰 囲 気 （ 非 酸 化 性 雰 囲 気 ） 、 又 は 水 素 、 ア ン モ ニ ア 分 解 ガ ス 等 の 還 元 性 雰 囲 気 で あ る の
が 望 ま し く 、 加 熱 温 度 は 600℃ ～ 1200℃ で あ る の が 望 ま し く 、 700℃ 以 上 900℃ 以 下 の 範 囲
で あ る の が よ り 望 ま し い 。 ま た 、 加 熱 時 間 は 1時 間 以 上 3時 間 以 下 の 範 囲 で あ る の が 望 ま し
く 、 1.5時 間 以 上 2.5時 間 以 下 の 範 囲 で あ る の が よ り 望 ま し い 。 こ の よ う な 条 件 で 熱 処 理 を
行 う こ と に よ り 、 第 1の 本 体 材 料 層 4及 び 第 2の 本 体 材 料 層 6の 、 溶 融 に よ る 変 形 を 防 止 し な
が ら 、 第 1の 本 体 材 料 層 4と 第 2の 本 体 材 料 層 6と の 間 の 接 合 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 (1-J)　 次 に 、 必 要 に 応 じ て 、 芯 材 3が 除 去 さ れ る こ と に よ っ て 露 出 し た ス テ ン ト 本 体 2
の 縁 部 213に 、 丸 み を 付 け る 加 工 を 施 す 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 こ の 加 工 方 法 と し て は 、 前 述 し た 工 程 1-Gと 同 様 、 研 磨 加 工 、 バ レ ル 研 磨 、 電 解 研 磨 、
化 学 研 磨 、 ホ ー ニ ン グ 加 工 、 電 磁 バ レ ル 研 磨 な ど が 使 用 で き る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 図 １ 、 ２ に 示 す ス テ ン ト 1が 得 ら れ る 。
　 な お 、 上 述 し た 説 明 で は 省 略 し た が 、 各 工 程 へ 移 行 す る 前 に 、 先 の 工 程 の 後 に は 、 洗 浄
工 程 を 設 け る こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ り 、 次 の 工 程 に 不 要 な 物 質 （ 不 純 物 ） を 持 ち 込 む
こ と が 防 止 さ れ 、 ス テ ン ト 1の 品 質 が 向 上 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る ス テ ン ト の 第 2の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 第 2の 実 施 形 態 の ス テ ン ト 11は 、 中 空 部 211に 連 通 す る 複 数 の 小 孔 214を 有 し て い る 点 で
、 前 述 の 第 1の 実 施 形 態 と 相 違 し て い る 。 な お 、 そ の 他 の 構 成 は 第 1の 実 施 形 態 と 同 様 で あ
る の で 、 前 述 の 第 1の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 に つ い て は 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 図 ７ ， ８ に 示 す よ う に 、 こ の ス テ ン ト 11は 、 ス テ ン ト 本 体 2の 一 方 の 壁 部 215に 、 各 線 状
部 21の 延 在 方 向 に 点 在 す る 複 数 の 小 孔 214を 有 し て お り 、 各 小 孔 214は 中 空 部 211に 連 通 し
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て い る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 各 小 孔 214は 、 ス テ ン ト 本 体 2の 外 周 側 へ 向 け 、 半 径 方 向 （ 図 ８ に 示 す Ｘ 方 向 ） に 開 放 し
て い る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 こ の ス テ ン ト 11は 、 例 え ば 小 孔 214が 形 成 さ れ た 壁 部 215が 管 状 器 官 の 内 壁 に 対 向 す る よ
う に 、 管 状 器 官 の 内 腔 部 に 挿 入 ・ 留 置 さ れ る 。 ス テ ン ト 11が 内 腔 部 に 挿 入 ・ 留 置 さ れ る と
、 中 空 部 211に 収 容 さ れ た 薬 剤 な ど の 充 填 物 が 、 両 端 の 小 孔 212と と も に 、 こ の 小 孔 214か
ら も 放 出 さ れ 、 こ の 薬 剤 な ど の 放 出 が 停 止 す る ま で 、 そ の 治 療 効 果 な ど が 持 続 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 こ の よ う な ス テ ン ト 11で は 、 薬 剤 な ど の 放 出 量 及 び 放 出 期 間 （ 放 出 速 度 ） が 、 中 空 部 21
1の 容 積 及 び 形 状 と 、 小 孔 212の 大 き さ と 、 小 孔 214の 大 き さ 、 数 及 び ピ ッ チ を 調 整 す る こ
と に よ っ て 精 密 に コ ン ト ロ ー ル で き る 。 ま た 、 ス テ ン ト 11の 装 着 部 位 と 、 小 孔 212の 大 き
さ と 、 小 孔 214の 大 き さ 、 数 及 び ピ ッ チ を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 薬 剤 の 放 出 部 位 を 管 状
器 官 の 特 定 の 部 位 に 限 定 で き る （ 限 局 さ せ ら れ る ） 。 そ し て 、 こ の ス テ ン ト 11で は 特 に 、
小 孔 214に よ る 調 整 が 行 え る こ と に よ っ て 、 こ の よ う な コ ン ト ロ ー ル を よ り 精 密 に 行 え る
。 従 っ て 、 治 療 目 的 と す る 部 位 に お い て よ り 高 い 治 療 効 果 な ど が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 ま た 、 小 孔 214は 、 そ の 横 断 面 積 が 中 空 部 211に 向 か っ て 漸 減 す る 部 分 を 有 し て い る 。 こ
の よ う な 小 孔 214は 、 比 較 的 簡 単 に 形 成 で き る と 共 に 、 小 孔 214か ら 比 較 的 広 範 囲 に 充 填 物
を 放 出 さ せ る こ と が で き る 。 又 、 小 孔 214の 軸 線 に 対 す る 、 漸 減 す る 部 分 の 傾 斜 を 調 整 す
る こ と で 、 比 較 的 簡 単 に 、 充 填 物 の 放 出 量 及 び 放 出 速 度 を 調 整 で き る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の ス テ ン ト 1の 薬 剤 な ど の 放 出 量 、 放 出 速 度 、 及 び 放 出 部 位 は 、 中 空
部 211の 容 積 及 び 形 状 と 、 小 孔 212の 大 き さ と 、 小 孔 214の 大 き さ 、 数 及 び ピ ッ チ に よ っ て
制 御 さ れ る 。 従 っ て 、 中 空 部 211、 小 孔 212及 び 小 孔 214の こ れ ら パ ラ メ ー タ は 、 薬 剤 な ど
の 所 望 の 放 出 量 及 び 薬 剤 放 出 速 度 、 放 出 部 位 に 応 じ て 適 宜 設 定 さ れ る が 、 以 下 に 示 す よ う
な 範 囲 と す る の が 望 ま し い 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 ま ず 、 中 空 部 211の 平 均 横 断 面 積 及 び 横 断 面 形 状 、 小 孔 212の 横 断 面 積 及 び 横 断 面 形 状 は
、 第 1の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 小 孔 214の 平 均 横 断 面 積 は 、 0.10μ m 2 以 上 0.002mm 2 以 下 の 範 囲 で あ る こ と が 望 ま し く 、 0
.20μ m 2 以 上 0.001mm 2 以 下 の 範 囲 で あ る こ と が よ り 望 ま し い 。 小 孔 214の 横 断 面 積 が 小 さ 過
ぎ る と 、 薬 剤 の 粘 度 な ど に よ っ て は 薬 剤 が 放 出 さ れ 難 く な り 、 薬 剤 な ど の 所 望 の 放 出 量 が
得 ら れ な い 場 合 が あ る 。 ま た 、 小 孔 214の 横 断 面 積 を 前 記 範 囲 よ り 大 き く す る と 、 小 孔 214
の 大 き さ に よ る 放 出 量 や 放 出 部 位 の 微 少 な 制 御 が 困 難 に な る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 小 孔 214の 横 断 面 形 状 は 、 図 １ ０ に 示 す よ う な 円 形 の 他 、 例 え ば 、 楕 円 形 、 直 方 体 、 正
方 形 、 菱 形 、 三 角 形 、 五 角 形 、 六 角 形 な ど の 多 角 形 で も よ い 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 小 孔 214の 横 断 面 形 状 が 円 形 の 場 合 、 そ の 外 径 は 5μ ｍ 以 上 80μ ｍ 以 下 の 範 囲 で あ る の が
望 ま し い 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 小 孔 214の ピ ッ チ 及 び 数 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 薬 物 な ど の 所 望 の 放 出 量 及 び 放 出 速 度 に 応
じ て 適 宜 選 択 す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 ま た 、 小 孔 214は 、 図 ７ に 示 す よ う に ス ト ラ ッ ト 本 体 2の 特 定 の 箇 所 に 偏 在 し て い て も よ
く 、 ス ト ラ ッ ト 本 体 2の 軸 方 向 全 域 に 亘 っ て 点 在 し て い て も よ い 。 ま た 、 小 孔 214の ピ ッ チ
は 、 一 定 で あ っ て も 、 変 化 し て い て も よ い 。 さ ら に 、 こ の 小 孔 214は 、 ス テ ン ト 本 体 2の 周
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方 向 （ 図 ８ に 示 す Ｙ 方 向 ） 全 域 に 亘 っ て 点 在 し て い て も よ く 、 特 定 箇 所 に 偏 在 し て い て も
よ い 。 ま た 、 小 孔 214は 、 図 ７ に 示 す よ う に ス テ ン ト 本 体 2の 外 周 側 に 形 成 さ れ る も の の 他
、 ス テ ン ト 本 体 2の 内 周 側 に 形 成 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 小 孔 214は 、 図 ８ に 示
す よ う に ス テ ン ト 本 体 2の 内 周 側 又 は 外 周 側 で ス テ ン ト 本 体 2の 半 径 方 向 （ 図 ８ に 示 す Ｘ 方
向 ） に 開 放 す る も の の 他 、 ス テ ン ト 本 体 2の 周 方 向 （ 図 ８ に 示 す Ｙ 方 向 ） に 開 放 す る も の
で あ っ て も よ い 。 小 孔 214が ス テ ン ト 本 体 2の 周 方 向 に 開 放 す る も の で あ る と 、 小 孔 214が
管 状 器 官 の 壁 面 に 塞 が れ る こ と な く 、 管 状 器 官 に で き る だ け 近 い 位 置 で 、 充 填 物 を 放 出 す
る こ と が で き る 。 こ れ ら 小 孔 214の 形 成 態 様 は 、 治 療 の 目 的 部 位 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る の
が 望 ま し い 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ン ト 11の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 (2-A)～ (2-F)　 ま ず 、 前 記 工 程 (1-A)～ 工 程 (1-F)を 行 い 、 芯 材 3の 周 面 に 、 第 1の 本 体 材
料 層 4、 中 空 部 用 材 料 層 51、 第 2の 本 体 材 料 層 6を 形 成 し た 後 、 第 1の 拡 散 処 理 を 行 い 、 そ の
後 、 開 口 20を 形 成 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 (2-G)　 次 に 、 図 ９ (a)に 示 す よ う に 、 第 2の 本 体 材 料 層 6に 、 そ の 延 在 方 向 に 点 在 す る よ
う に 複 数 の 小 孔 214を 形 成 す る 。 こ の と き 、 例 え ば 、 小 孔 214に 対 応 す る 部 分 に 、 第 2の 本
体 材 料 層 6を 貫 通 し 、 第 1の 本 体 材 料 層 4に は 到 達 し な い よ う な 凹 部 を 形 成 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 こ の 小 孔 214の 形 成 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 、 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ
法 、 電 解 エ ッ チ ン グ 法 、 放 電 加 工 、 微 粉 ブ ラ ス ト 法 、 レ ー ザ ー 加 工 、 マ シ ニ ン グ セ ン タ ー
な ど に よ る 機 械 加 工 、 彫 刻 機 な ど に よ る 彫 刻 加 工 な ど の う ち の 1種 又 は 2種 以 上 が 使 用 で き
る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 (2-H)　 次 に 、 必 要 に 応 じ て 、 ス テ ン ト 本 体 2の 縁 部 213及 び 小 孔 の 縁 部 216に 丸 み を 付 け
る 加 工 を 施 す 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 こ の 加 工 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 研 磨 加 工 、 バ レ ル 研 磨 、 電 解 研 磨 、 化 学 研 磨 、 ホ ー ニ
ン グ 加 工 、 電 磁 バ レ ル 研 磨 な ど が 使 用 で き る 。
 (2-I)～ (2-K) 次 に 、 前 記 工 程 (1-H)～ 工 程 (1-J)を 行 い 、 芯 材 3及 び 中 空 部 用 材 料 層 51を
除 去 し た 後 、 第 2の 拡 散 処 理 を 行 い 、 そ の 後 、 必 要 に 応 じ て 、 芯 材 3が 除 去 さ れ る こ と に よ
っ て 露 出 し た ス テ ン ト 本 体 2の 縁 部 213に 丸 み を 付 け る 加 工 を 施 す 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 図 ７ 、 ８ に 示 す ス テ ン ト 11が 得 ら れ る 。
　 な お 、 こ の 場 合 も 、 第 1実 施 形 態 と 同 様 に 、 各 工 程 へ 移 行 す る 前 に 、 先 の 工 程 の 後 に は
、 洗 浄 工 程 を 設 け る こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ り 、 次 の 工 程 に 不 要 な 物 質 （ 不 純 物 ） を 持
ち 込 む こ と が 防 止 さ れ 、 ス テ ン ト 11の 品 質 が 向 上 す る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る ス テ ン ト の 第 3の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 第 3の 実 施 形 態 の ス テ ン ト 12は 、 本 発 明 の ス ト ラ ッ ト に よ っ て 形 成 さ れ て い る 点 で 、 前
述 の 第 2の 実 施 形 態 と 相 違 し て い る 。 な お 、 そ の 他 の 構 成 は 第 2の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る の
で 、 前 述 の 第 2の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 に つ い て は 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 本 発 明 の ス ト ラ ッ ト 121は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 長 尺 状 （ 線 状 ） に 形 成 さ れ て お り 、
軸 周 り に 巻 回 さ れ る こ と に よ っ て 、 ス テ ン ト 12（ ス テ ン ト 本 体 2） を 形 成 す る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 ス ト ラ ッ ト 121（ 線 状 部 ） の 巻 回 形 態 は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 ス ト ラ ッ ト 121を 軸
に 対 し て 一 定 方 向 に 傾 斜 さ せ な が ら 巻 回 し た コ イ ル 状 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 コ イ ル 状 に
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巻 回 し た ス ト ラ ッ ト 121に 、 さ ら に 、 ス ト ラ ッ ト 121を 重 ね て 逆 方 向 に 巻 回 し た 網 目 状 な ど
が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 ス ト ラ ッ ト 121の 平 均 横 断 面 積 及 び 横 断 面 形 状 は 、 第 2の 実 施 形 態 の 線 状 部 21の 場 合 と 同
様 で あ る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 ま た 、 こ の ス ト ラ ッ ト 121に は 、 特 に 、 そ の 延 在 方 向 に 沿 う よ う に 中 空 部 211が 形 成 さ れ
、 中 空 部 211の 両 端 は 外 部 に 開 放 さ れ て 小 孔 212を 形 成 し て い る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 ま た 、 こ の ス ト ラ ッ ト 121の 一 方 の 壁 部 215に は 、 そ の 延 在 方 向 に 点 在 す る よ う に 複 数 の
小 孔 214が 形 成 さ れ 、 各 小 孔 214は 中 空 部 211に 連 通 し て い る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 中 空 部 の 平 均 横 断 面 積 及 び 横 断 面 形 状 、 小 孔 の 横 断 面 積 及 び 横 断 面 形 状 、 小 孔 の 横 断 面
積 、 横 断 面 形 状 及 び 形 成 態 様 は 、 第 2の 実 施 形 態 の 線 状 部 の 場 合 と 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 例 え ば 、 ス ト ラ ッ ト 121の 平 均 横 断 面 積 を S 1 ［ μ m 2 ］ 、 中 空 部 211の 平 均 横 断 面 積 を S 2 ［
μ m 2 ］ と し た と き 、 S 2 /S 1 が 0.01以 上 0.5以 下 の 範 囲 で あ る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 ス
ト ラ ッ ト 121の 使 用 に 必 要 な 剛 性 を 確 保 し な が ら 、 薬 剤 な ど の 充 填 物 の 放 出 量 、 放 出 速 度
及 び 放 出 部 位 を 、 精 密 に 制 御 で き る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 こ の よ う な ス ト ラ ッ ト 121に よ っ て 形 成 さ れ た ス テ ン ト 12は 、 各 小 孔 214が ス テ ン ト 本 体
2の 外 周 側 で 半 径 方 向 に 開 放 し 、 例 え ば 小 孔 214が 管 状 器 官 の 内 壁 に 対 向 す る よ う に 、 管 状
器 官 の 内 腔 部 に 挿 入 ・ 留 置 さ れ る 。 ス テ ン ト 12が 内 腔 部 に 挿 入 ・ 留 置 さ れ る と 、 中 空 部 21
1に 収 容 さ れ た 薬 剤 な ど が 、 両 端 の 小 孔 212と と も に 、 こ の 小 孔 214か ら も 放 出 さ れ 、 こ の
薬 剤 な ど の 放 出 が 停 止 す る ま で 、 そ の 治 療 効 果 な ど が 持 続 す る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 こ の よ う な ス テ ン ト 12で は 、 薬 剤 な ど の 放 出 量 及 び 放 出 期 間 （ 放 出 速 度 ） を 、 中 空 部 21
1の 容 積 及 び 形 状 と 、 小 孔 212の 大 き さ と 、 小 孔 214の 大 き さ 、 数 及 び ピ ッ チ を 調 整 す る こ
と に よ っ て 精 密 に コ ン ト ロ ー ル で き る 。 ま た 、 ス テ ン ト 12の 装 着 部 位 と 、 小 孔 212の 大 き
さ と 、 小 孔 214の 大 き さ 、 数 及 び ピ ッ チ を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 薬 剤 の 放 出 部 位 を 管 状
器 官 の 特 定 の 部 位 に 限 定 で き る （ 限 局 さ せ ら れ る ） 。 そ し て 、 こ の ス テ ン ト 12で は 、 特 に
、 小 孔 214に よ る 調 整 が 行 え る こ と に よ っ て 、 こ の よ う な コ ン ト ロ ー ル を よ り 精 密 に 行 え
る 。 従 っ て 、 治 療 目 的 と す る 部 位 に お い て よ り 高 い 治 療 効 果 な ど が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
  な お 、 以 上 の よ う な ス テ ン ト 12の 形 成 に 用 い ら れ る ス ト ラ ッ ト 121は 、 前 記 第 2の 実 施 形
態 に お け る ス テ ン ト の 製 造 方 法 に お い て 、 工 程 (2-C)で 、 中 空 部 用 材 料 層 を 螺 旋 状 の パ タ
ー ン と し 、 工 程 (2-F)で 、 こ の 中 空 部 用 材 料 層 が 形 成 さ れ て い な い 部 分 の 一 部 を 除 去 し て
、 螺 旋 状 の パ タ ー ン を 残 存 さ せ る こ と に よ っ て 、 螺 旋 状 に 巻 回 さ れ た 巻 回 体 と し て 製 造 で
き る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る ス テ ン ト の 第 4の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 第 4の 実 施 形 態 の ス テ ン ト 13は 、 ス テ ン ト 本 体 2の 中 心 軸 に 向 か っ て 凹 没 す る 凹 没 部 22a
を 有 す る と 共 に 、 凹 没 部 22aに 対 応 す る 位 置 に 小 孔 214が 形 成 さ れ て い る 点 で 、 前 述 の 第 2
の 実 施 形 態 と 相 違 し て い る 。 な お 、 そ の 他 の 構 成 は 第 2の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る の で 、 前
述 の 第 2の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 に つ い て は 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 図 12に 示 す よ う に 、 こ の ス テ ン ト 13は 、 各 線 状 部 21に 、 そ れ ぞ れ 、 そ の 交 点 及 び ／ 又 は
途 中 に 、 ス テ ン ト 本 体 2の 中 心 軸 に 向 か っ て 凹 没 す る 凹 没 部 22aが 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で
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、 複 数 の 凹 没 部 22aの う ち 、 ス テ ン ト 本 体 2の 周 方 向 で 隣 り 合 う も の は 、 ス テ ン ト 本 体 2の
ほ ぼ 同 一 の 横 断 面 （ 中 心 軸 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 な 方 向 で の 断 面 ） 上 に 配 置 さ れ て い る 。 す な
わ ち 、 ス テ ン ト 本 体 2の 軸 線 に 対 し ほ ぼ 垂 直 な 平 面 上 で 、 ス テ ン ト 本 体 2の 周 方 向 に わ た っ
て 、 ス テ ン ト 本 体 2が 凹 没 し て い る 。 こ れ に よ り 、 ス テ ン ト 本 体 2（ ス テ ン ト 13） に 対 し て
、 優 れ た 軸 方 向 の 柔 軟 性 （ 可 撓 性 ） を 付 与 で き る 。 ま た 、 凹 没 部 22aを 設 け る こ と に よ り
、 ス テ ン ト 本 体 2の 外 面 側 に 凹 凸 が 形 成 さ れ る の で 、 管 状 器 官 の 内 面 に 対 す る 滑 り が 防 止
さ れ 、 ス テ ン ト 13を 管 状 器 官 の 内 腔 部 内 に よ り 確 実 に 固 定 で き る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 ま た 、 図 12に 示 す よ う に 、 凹 没 部 22aに 対 応 す る 位 置 に 小 孔 214が 設 け ら れ て い る の で 、
使 用 状 態 時 に 、 小 孔 214が 管 状 器 官 の 内 壁 に 対 向 し て い て も 、 小 孔 214か ら 薬 剤 な ど を 比 較
的 広 範 囲 （ 特 に 、 ス テ ン ト 11の 周 方 向 ） に 放 出 で き る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 の ス テ ン ト は 、 上 述 の 図 示 例 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣
旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 に お い て 種 々 変 更 を 加 え 得 る こ と は 無 論 で あ る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 例 え ば 、 第 2の 実 施 形 態 の ス テ ン ト は 小 孔 212を 有 し て い な い も の で あ っ て も よ く 、 ま た
第 3の 実 施 形 態 の ス テ ン ト 及 び ス ト ラ ッ ト は 小 孔 212又 は 小 孔 214の い ず れ か を 有 し て い な
い も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 ま た 、 第 4の 実 施 形 態 の ス テ ン ト は 、 ス テ ン ト 本 体 が 中 心 軸 と は 反 対 方 向 に 凹 没 し て 凹
没 部 を 形 成 し て い て も よ い 。 ま た 、 複 数 の 凹 没 部 22aの う ち 、 ス テ ン ト 本 体 2の 周 方 向 で 隣
り 合 う も の は 、 ス テ ン ト の ほ ぼ 同 一 の 横 断 面 上 に 位 置 せ ず に 、 ス テ ン ト 本 体 の 周 面 に 螺 旋
を 描 く よ う に 並 ん で 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ６ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る ス テ ン ト の 第 1の 実 施 形 態 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 に 示 す A-A線 で の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す ス テ ン ト の 製 造 方 法 を 説 明 す る 図 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す ス テ ン ト の 製 造 方 法 を 説 明 す る 図 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す ス テ ン ト の 製 造 方 法 を 説 明 す る 図 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 す ス テ ン ト の 製 造 方 法 を 説 明 す る 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る ス テ ン ト の 第 2の 実 施 形 態 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ８ 】 図 ７ 中 に 示 す B-B線 で の 断 面 図 。
【 図 ９ 】 図 ７ に 示 す ス テ ン ト の 製 造 方 法 を 説 明 す る 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る ス ト ラ ッ ト を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に 係 る ス テ ン ト の 第 3の 実 施 形 態 を 示 す 側 面 図 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に 係 る ス テ ン ト の 第 4の 実 施 形 態 を 示 す 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ６ ３ 】
1,11,12,13… … ス テ ン ト
2… … ス テ ン ト 本 体
10… … 担 体
20… … 開 口
21… … 線 状 部 （ ス ト ラ ッ ト ）
211… … 中 空 部
212… … 小 孔
213… … 縁 部
214… … 小 孔
215… … 壁 部
216… … 縁 部
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22a… … 凹 没 部
3… … 芯 材
4… … 第 1の 本 体 材 料 層
41… … 界 面
5… … 材 料 層
51… … 中 空 部 用 材 料 層
6… … 第 2の 本 体 材 料 層
121… … ス ト ラ ッ ト （ 線 状 部 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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